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IM-X Server DB Bridge Version 2.3.1 

リリース・ノート 

初版 2020/12/01 

 

1. はじめに 

 

（１）弊社では、この本ドキュメントに記載されている『検証済み環境』にて動作確認をおこなっています。 

（２）弊社の提供するドキュメントに記述の無い全ての事柄は、サポート対象外です。 

（３）本製品に関する、最新の技術情報やパッチ情報は次のサイトをご覧下さい。 

intra-mart Developer Site : https://dev.intra-mart.jp/ 

（４）既に IM-X Server DB Bridge が動作している環境にインストールする場合は、製品付属の「releasenote_dbb.txt」の「3. 

アップデート方法」の手順でアップデートを行ってください。 

 

2. ドキュメントリスト 

・IM-X Server DB Bridge 

 

（１） readme.txt 

製品付属の readme です。セットアップ等の際にご参照ください。 

（２） releasenote_dbb.txt 

製品付属のリリースノートです。アップデートの実施やバージョンアップ履歴確認等の際にご参照ください。 

 

3. 動作環境 

IM-X Server DB Bridge 2.3.1 が動作するには、下記が必要です。 

⚫ intra-mart WebPlatform/AppFramework Version 6.x  

⚫ intra-mart WebPlatform/AppFramework Version 7.x 

⚫ intra-mart Accel Platform 2012 Winter 以降 

 

3.1 IM-X Server DB Bridge 

① システム要件 

https://dev.intra-mart.jp/
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サーブレットコンテナ Servlet2.5 以上、JSP2.1 以上をサポートするサーブレットコンテナ 

Java 実行環境 Java6 以上 

CPU 利用するサーブレットコンテナの推奨値以上 

メモリ 利用するサーブレットコンテナの推奨値以上 

ディスク容量 
10 MB 以上の空き容量 (実行モジュールのサイズ) 

(帳票作成時には帳票ファイルに応じた大きさの領域が別途必要です) 

データベース JDBC3.0 以上を実装した JDBC ドライバが提供されるデータベース 

 

② 検証済み環境 

Java 実行環境 Java8 および OpenJDK13 

Web/AP サーバ resin4.0.62 

データベース PostgreSQL 9.5 

 

3.2 閲覧環境 (ウェブブラウザ) 

 

動作検証済み 

ウェブブラウザ 
Chrome 85 以上, Firefox 80 以上 
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4. 著作権および特記事項 

intra-mart は株式会社 NTT データ イントラマートの商標です。 

OPRO X Server DB Bridge はオプロ株式会社の商標または登録商標です。 

Oracle と Java は、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登

録商標です。 

他の会社名、製品名およびサービス名などはそれぞれ各社の商標または登録商標です。 

 

本製品を使用する場合は、本製品に含まれる各ソフトウェアのライセンスについても同意したものとします。 

各ソフトウェアのライセンスについては、同封のライセンスシートをご参照ください。 

 

以上 
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5. 変更履歴 

変更年月日 変更内容 

2020/12/01 初版 

 


